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ゲルマン語強変化動詞第 1 種の歴史的変遷（1）

下嵜　正利

　ゲルマン語の強変化動詞は，その語幹形成の点においても，そこに属してい
る語彙の点においても，各言語において様々な変遷を経ている。これらのこと
に関してはもちろん、比較言語学的な研究も、個別言語的・歴史言語学的な研
究もなされているが、それらを総合し全体を俯瞰する作業、すなわち各言語の
現在に至るまでの通時態の対照研究は未だ試みられていない。そこで本稿で
は、強変化動詞の内第1種を取り上げ、語幹形成法と語彙の点で、各言語がど
のような史的変遷を辿っているのか、この動詞クラスがどの程度分散的あるい
は収束的な発展を遂げているのかを示してみたい。

1.0. ゲルマン祖語
　ゲルマン祖語における強変化動詞第1種のアプラウトは，わずかながら存在
しているアオリスト現在形を持つ動詞を除き，ei – ai – i – i（現在語幹，過去単
数語幹，過去複数語幹，過去分詞の語幹の順）である。これは起源的にはアプ
ラウトを行うeの後に ĭが続く音連続に由来し，インド・ヨーロッパ祖語のe – 
o – 0 – 0というアプラウトをそのまま引き継いだものである。現在語幹のeiは，
すべての言語で īに変化する。
　文法的交替も規則的で，それが起こりうる動詞にあっては，現在語幹と過去
単数語幹で無声摩擦音，過去複数語幹と過去分詞の語幹で有声摩擦音が現れた。
　語幹頭子音や語幹末子音が後続母音の影響で変化を被ることも無かった。
　現在語幹形成要素については，-n-を持つ動詞が十数語存在していたが，こ
の -n-は現在語幹以外の語幹にも入り込み，すべての語幹に固定化する方向に
向かっていた。
　このゲルマン祖語における語幹形成法は，その後各言語において様々な変化
を被るわけだが，まず，各言語の文献時代の初期にいてどのような動詞が強変
化動詞第1種に属しており，語幹形成法がどのようなものであったかを見てみ
ることにする。取り上げる言語は，ゴート語，古アイスランド語（西ノルド語
を代表する言語として），古スウェーデン語（東ノルド語を代表する言語とし
て），古高ドイツ語，古ザクセン語，古英語，古フリジア語とする。古オラン
ダ語は，資料上の制約が大きいため，取り上げない。オランダ語については，
中期オランダ語以降の記述となる。
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1. 1. ゴート語
　アクセントの有るgerm. aiは，ゴート語ではáiになる1。germ. iは，h, ƕ, rの前
ではaíに変化するが，その他の音環境では iのまま保持される。これらの音変
化の結果，ゴート語の強変化動詞第1種のアプラウトは，語幹がh, ƕ, rで終わ
っていない時はei – ái – i – i，これらの子音で終わっている時はei – ái – aí – aí
となる。
　ei – ái – i – iというアプラウトを行う動詞には，次のものがある2。

    beidan, beitan, dreiban, greipan, hneiwan, keinan, -leiþan, -reisan, skeinan,
    -skreitan, -smeitan, sneiþan, speiwan, steigan, sweiban, weipan, -weitan

　もしゴート語カレンダーに出てくる bilaifが動詞であるならば，更に (bi-)
leibanがここに加わることになる。
　マルコによる福音書第6章第19節のnaisworは，neiwanの直説法過去3人称
単数形naiwの書き間違えであるとする説があるが，おそらくそうではなく，
swaranの直説法過去3人称単数形の sworを含んだ形であろう3。
　hneiwanはゲルマン祖語の形が *hneiǥwanであり，ǥwがwとして現れている。
他のゲルマン語では *hneiǥwanのǥwはǥ (> g)へと発展している。
　germ. *keinanの -n-は，本来現在語幹形成要素であるが，ゴート語以外の言
語では，-n-がすべての語幹に入り込み固定化し，もはや現在語幹形成要素で
はなくなっている。それに対しゴート語の (-)keinenでは，まだ現在語幹形成要
素としての振舞が見られ，唯一残されている過去分詞uskijanata（ルカによる
福音書第8章第6節）では -n-が現れていない。しかしながらそのゴート語にお
いても，-n-は常に現在語幹形成要素として意識されているわけではない。
(-)keinanの強変化過去形は残されていないが，uskeinoda（ルカによる福音書第
8章第8節）という弱変化第4種の変化をした過去形が1例見られる。これは，
uskeinanが起動相的な意味を持ち，語幹がnで終わっていることから行われた
類推的語形形成であるが，ここでは -n-に対して現在語幹形成要素という解釈
はなされていない。
　ei – ái – aí – aíというアプラウトを行う動詞には，次のものがある。

    leiƕan, -teihan, þeihan, þreihan, weihan

1  以降，特に断っていない限り，母音の変化はアクセントの有る音節のものとする。
2  ゲルマン祖語の形のアルファベット順で配列している。以下同様。
3  Braune/Heidermanns (2004), §172, Anm.3を参照のこと。
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　þeihanと þreihanは，強変化第 3種から移行してきたものである (þeihan < 
*þinhan < *þenhan, þreihan < *þrinhan < *þrenhan)。他の言語では，ゲルマン祖語
の *þrenhanは，強変化第3種のままであり，文法的交替がǥの方に統一されて
いる。
　diganはアオリスト現在形を持ち，現在語幹の幹母音は iである。現在語幹を
持つ形態としては，ローマ人への手紙第9章第20節にdigandinという現在分詞
が1例残されている。ゴートにはdiganの他，もう1語アオリスト現在形を持つ
動詞が存在していた可能性がある。ローマ人への手紙第 7章第 23節に
andwaihandoという現在分詞が出てくる。この動詞の現在語幹を持った形態は，
この1例しか残されていない。この動詞は直説法過去3人称単数形が andwaih
なので強変化動詞第1種であることは確実である。よって andwaihandoが書き
間違えでなければ，andwaihanというアオリスト現在形を持った動詞が存在し
ていたことになる。しかしここで問題となるのが，接頭辞を持たないweihan
が標準階梯の現在語幹を持っていることである。andwaihandoがandweihandoの
書き間違えであるとは断定できないが，もしandwaihandoという綴りが正しい
としたら，同一言語内で標準階梯のweihanと消失階梯のwaihanが併存してい
たことになる。
　ゴート語では，文法的交替は，すべて無声摩擦音の方に統一する形で排除さ
れている。

1. 2. 古アイスランド語
　古アイスランド語では，germ. aiはたいていeiになる。germ. ǥが語末におい
て無声化し生じたhの前ではéとなる4。よって，語幹がgで終わっていない動詞
のアプラウトは，基本的に í – ei – i – iである。
　このアプラウトを行う動詞には，次のものがある5。

bíta, blíkia, drífa, dríta, físa, gína, grípa, hníta, hrífa, hrína (einwirken), hrína 
(schreien), hvína, klífa, líða, ríða (reiten), rífa, rísa, rísta, síða, skína, skíta, skríða, 
slíta, sníða, svífa (aufhören), svífa (herumschweifen), svíkia, svíða, þrífa, víkia, 
líta, ríta, ríða (winden)

líða, síða, sníða, svífa, svíðaには弱変化第1種の過去形も併存している。

4  この他，例外的な変化として，germ. aiはgerm. h, rの前ではáに，germ. wの前では，
w-ウムラウトによる変化を受けていない場合には，æになる。
5  古アイスランド語には，germ. *weihanは存在しておらず，代わって強変化動詞第
5種のvegaが存在している。
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　germ. fもgerm. þも，語頭にある場合及び無声子音と隣接している場合を除
き有声化するので，語幹がこれらの子音で終わっている動詞では，文法的交替
が失われることになる。文法的交替が問題となってくるのは，語幹が sに終わ
っている動詞，すなわち físaと rísaということになる。físaは，過去複数形と過
去分詞が残されていないので，文法的交替がどのようになったか不明である。
rísaでは，語幹末子音が sに統一されている。
　語幹がkで終わる動詞は，kの後に iやvを生じる6。

blíkia/blíka –（用例無し）– blikom –（用例無し）
svíkia/svíkva/sýkva – sveik/sveyk – svikom – svikenn/svikvenn/sykenn
víkia/víkva/výkva/ýkva7 – veik/veyk – vikom – vikenn/ykvenn

iは現在語幹でしか生じないが，vは現在語幹の他，過去分詞の語幹でも生じる
ことがある。vが生じた場合は，w-ウムラウトを起こしている形態も形成され
ている。過去単数語幹では，vそのものは消失しているものの，w-ウムラウト
を示す形態がわずかながら見られる。
　語幹がgに終わっている場合，アプラウトは í – é – i – iというパターンにな
る。直説法過去単数形でh < ǥは，1人称と3人称では消失，2人称では語尾と
融合し-ttとなる。í – é – i – iというアプラウトを行う動詞には，次のものがある。

　　hníga, míga, síga, stíga

過去単数語幹には，音韻法則に則って作られた -éという形のものと並んで，類
推的に作られた -eigという形のものも存在している。hnígaの場合，更にhnéと
hneigが混淆したhnégという形もある。またこのhnígaには，まれに弱変化第1
種の過去形も見られる。
　北・西ゲルマン語において，germ. uは a-ウムラウトにより oになるが，
germ. iがa-ウムラウトによりeになっている例はごく少数である。bíðaの過去
分詞においては，このa-ウムラウトによる iからeへの変化が起こっている。

　　bíða – beið – biðom – beðet

6  変化形は，不定詞，直説法過去1人称単数形，直説法過去1人称複数形，過去分詞
強変化男性単数主格形の順であげる。過去分詞に中性形しかない場合は，中性形を
あげる。
7  古ノルウェー語では普通víkaである。Noreen (1970), §483を参照のこと。



― 5 ―

　germ. *speiwanは，古アイスランド語では spýiaという形になり，強変化動詞
第2種に近い特殊なアプラウトを行う8。

spýia – spió – spióm –（用例無し）

現在語幹のýはw-ウムラウトによるものである。母音の直後にwが続いている
場合，w-ウムラウトは，先行母音が長く，wがその母音と同一音節に属す場合
にしか起こらないので，本来ýは直説法現在単数形および命令法単数形に限定
されていたのだが，平均化により現在語幹を持つすべての形態の幹母音がýに
統一されている。過去単数語幹の spióは，- æiwが -ǣwとなり9，更にこれが ió
へと変化したことにより形成された形態である10。その後，平均化によりこの
語幹は過去複数語幹でも用いられるようになり，上記のウムラウトが形成され
ることになる。
　sveipaは，普通弱変化第1種もしくは弱変化第2種の変化をするが，本来は
強変化動詞第7種であり，実際，強変化の例も残されている。強変化動詞とし
て用いられた場合，この動詞の過去形は，予想される *svép – *svépomではなく，
強変化動詞第1種と同じく sveip – sviponとなる。語根重複過去形から新たな1
音節語幹の過去形が形成される際，北ゲルマン語では，一般化はしなかったが，
畳音を落として1音節にするという方法が試みられた。過去単数形のsveipは，
その名残である11。過去複数形の svipomは，この sveipから強変化動詞第1種へ
の類推により形成された形態である。
　かつて強変化動詞第1種として存在していた動詞の中には，その痕跡を残し
ているものがいくつかある。
　hnípaは弱変化動詞第1種に移行しているが，過去分詞のhnipennが残されて
いる。
　strýkva（ýはw-ウムラウトによる）も弱変化動詞第1種に移行しているが，
過去分詞に strýkvennという別形が見られる。これは弱変化の strýktrと強変化
の *strykvenn（yはw-ウムラウトによる）の混淆形態であろう。
　germ. *sneiwanは，sniórから派生した弱変化動詞第2種の sniófaに取って代わ
られているが，直説法現在3人称単数形の snýr（ýはw-ウムラウトによる）と
過去分詞の snivennが残されている。

8  同書§488では，spýiaは強変化動詞第2種に分類されている。
9  この変化については，註3を参照のこと。
10 *spæiwは，w-ウムラウトにより*spøyとなったが，後に類推により*spæiwという
形が復活し，ここからこの発展が起こる。
11 Mottausch (1998)，44頁，47-54頁を参照のこと。
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　liá < germ. *leihwanも弱変化に移行しているが12，直説法現在1人称単数形の lé
と過去分詞の強変化男性複数主格形の lénirが，かつて強変化動詞第1種であっ
たことを伝えている。léのéは，hの前での íの舌の位置の低下によるもので13，
不定詞の iáはéaから変化したものである。lénirのéは，文法的交替の平均化に
よりǥがhになり，hの前での舌の位置の低下により iがeへと変化し14，更にh
の消失とそれに伴う代償延長により生じたものである15。
　tiá < germ. *teihanも弱変化に移行しているが16，直説法現在1人称単数形に té
という形が残っている。téのéも tiáの iáも，lé及び liáの場合と同様の音変化に
よるものである。tígenn（もしくは tigenn）は，tiáの過去分詞が形容詞化した
ものであるとされることがある。この語は，第1音節の母音の長短がはっきり
しないが17，もし長母音なら，その可能性は考えにくいと言わざるを得ない18。
　動詞そのものは失われてしまっており，形容詞化した過去分詞のみが残され
ている例が数例ある。lifenn, svigenn, visennはそれぞれ本来，germ. *leiƀan, 
*sweiǥan, * weisanの過去分詞である。visennにおいては，文法的交替の平均化
が見られる。

1. 3. 古スウェーデン語
　germ. aiは古スウェーデン語ではēになる19。この変化により，古スウェーデ
ン語における強変化動詞第1種のアプラウトは ī – ē – i – iとなる20。
　後期古スウェーデン語では，短い語幹の iが，次音節に i, u, ĭが無い場合eに

12 liáは iá < éaという音変化のため，特殊な変化になっている。
    liá – léða – léðom – léðr
13 Noreen (1970), § 111, 2を参照のこと。
14 同書§ 110, 3を参照のこと。
15 同書§ 123を参照のこと。
16 tiáも iá < éaという音変化のため，特殊な変化となっているが，tiáの場合には更に
類推により形成された iáという幹母音を持つ過去形及び過去分詞が加わっている。
    tiá – téða, tiáða – téðom, tiáðom – téðr, tiáðr
17 Noreen (1970), §520，de Vries (1977)，587 頁，Feist (1939)，204 頁，Lehmann 
(1986)，150頁などでは長母音，Cleasby et al. (1993 [1957])，629頁，Zoëga (1981 
[1910])，435頁などでは短母音になっている。
18 Noreen (1970), §520とFeist (1939)，204頁では，長母音を仮定しているにもかかわ
らず，tígennを tiáの過去分詞としている。
19 germ. h, r，次音節に属すgerm. wが直後にある場合は例外で，germ. aiはāになる。
20 方言によっては，現在語幹で īに代わって ȳが現れることがある。Noreen (1975 
[1904]), § 527, 1を参照のこと。また，過去単数語幹ではēに代わってǣが現れること
がある。同書§ 527, 2を参照のこと。
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なる21。更に続いて，短い語幹において，短母音が長母音になるか語幹末子音
が二重子音化するという変化が起こる。どちらの変化が起こるかは，語幹末子
音が何かにより異なっており，また方言によっても異なっている22。これらの
変化により，過去分詞の語幹の形にヴァリエーションが生じることとなる。
　古スウェーデン語で強変化動詞第1種に属すのは，以下の語である。

bīþa, bīta, drīva, gnīdha, grīpa, nīgha, hwīna, klīva, blīva, līþa23, mīgha, rīþa, rīva, 
rīsa, rīsta, sīgha, skīna, skīta, skrīa, skrīva, skrīþa, slīta, smīþa, splīta, stīgha, 
strīþa, strīka, swīgha, swīka, swīþa, þrīvas, vīka, vīta, vrīþa

skrīvaは，ラテン語からの借用語である24。
　古アイスランド語と同様，文法的交替が問題となるのは，語幹が sに終わっ
ている動詞のみである。該当するのは，rīsaのみであるが，sに統一する形で
文法的交替が平均化されている。
　強変化動詞第1種に属す動詞の内，blīva, skrīa, splītaは後期古スウェーデン語
期になって初めて現れるが，中低ドイツ語からの借用語である。同じく後期古
スウェーデン語期になってから現れるgnīdhaも，おそらくは中低ドイツ語から
の借用語であり，strīkaにもその可能性がある。後期古スウェーデン語の末期
にようやく現れるglīdhaも中低ドイツ語から借用されたものだが，不定詞の例
しか残されておらず，借用された当初から強変化動詞第1種であったかどうか
は不明である。
　bīþa, nīgha, rīsa, smīþa, splīta, strīþa, vītaは，弱変化第1種の変化形も示してい
る。また，bīþa, nīgha, skrīa, skrīva, smīþa, vītaは，弱変化動詞第2種の変化形も
示している（よって，bīþa, nīgha, smīþa, vītaは弱変化第1種と第2種の両方）。
vītaには更に，現在形において，過去現在動詞のvitaと同じ変化形も併存している。
　rīstaは，ルーン・スウェーデン語にしか見られず，前期古スウェーデン語期
以降は，弱変化動詞第 2種の ristaに取って代わられている。spīa（もしくは
spȳa）は，弱変化動詞第1種である。
　swīkaとvīkaにおいては，極まれにしか見られないが，古アイスランド語の
ようにkの後に iを伴う形も残されている。

21 Wessén (1970), 85-88頁を参照のこと。
22 同書102-105頁を参照のこと。
23 本稿では，līþa (gehen)と līþa (leiden)は同一の動詞として扱う。他の言語の対応語で
も同様。
24 古高ドイツ語 scrīban，古ザクセン語 scrīƀan，古英語 scrīfan，古フリジア語 skrīva等
も同様である。
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1. 4. 古高ドイツ語
　古高ドイツ語においてgerm. aiは，germ. h, r, wの前を除いてeiに，これらの
子音の前ではēになる。これにより，語幹がgerm. h, r, wで終わっていない動詞
のアプラウトは ī – ei – i – i，語幹がこれらの子音で終わっている動詞のアプラ
ウトは ī – ē – i – iとなる25。ī – ei – i – iというアプラウトを行う動詞には，次の
ものがある。

bītan, bīʒan, blīhhan, trīban, flīʒan, glīʒan, gnītan, grīnan, grīfan, (h)līban, 
(h)nīgan, (h)rīnan, kīnan, klīban, -līban, līdan, mīdan, rītan, -rīhhan, -rīman, rīsan, 
sīgan, scīnan, -scīʒan, scrīan, scrīban, scrītan, slīhhan, slīfan, slīʒan, smīʒan, 
snīdan, sprītan, stīgan, strītan, strīhhan, swīhhan, swīnan, wīhhan, -wīfan, wīsan, 
wīʒan (vorwerfe), -wīʒan (gehen), rīban, rīʒan, -rīdan (winden), rīdan (wachsen)

ここに更にnīdanと swīdanを加えることができるかもしれないが，残されてい
る変化形からは判定できない26。
　上にあげた動詞の内，līdan, mīdan, rīsan, snīdanは文法的交替を示しているが，
mīdanでは過去複数形及び過去分詞で，tではなく dを持つ形も見られる。
-rīdan (winden)は，過去複数語幹を持つ形態は残されていないが，過去分詞は
giridanで，文法的交替が平均化されている。rīdan (wachsen)は，過去分詞の
garidanしか残されていないが，やはり文法的交替がdの方へと平均化されてい
る。wīsanは現在語幹を持つ形態と過去単数語幹を持つ形態しか残されておら
ず，文法的交替がどのようになっていたかは不明である。
　rīsanは常に強変化であるが，girīsanの過去形は強変化形はまれで，弱変化形
のgiristaに取って代わられている。
　scrīanは，過去複数形及び過去分詞において rが挿入されることがある 
(scrirum – giscriran)。語根重複の名残と考えられるが，詳細は不明である。 
scrīanは spīwanと語幹形態が類似しているため27，語幹形成において相互に影響
を及ぼし合っている。erscriuun ( = erscriwun)という直説法過去3人称複数形が
見られるが，語幹末のwは spīwanへの類推によるものである。
　動詞自体は失われてしまったが，過去分詞が形容詞として化石化して残って

25 語幹がgerm. rで終わる動詞は存在していない。
26 ともに現在形しか残されていない。Braune/Reiffenstein (2004)は，nīdanも swīdanも
強変化動詞第1種としている (§ 330, Anm. 2)。それに対しSeebold (1970)は，nīdanを
弱変化動詞としており，中高ドイツ語のnîdenがたいてい強変化であるのは，二次的
な発展であるとしている（356-357頁）。swīdanについては，強変化動詞第1種の可能
性もあるが，他の可能性もあるとしている（487頁，496頁）。
27 これについては，下記を参照のこと。
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いるものにwësanがある。文法的交替が平均化されており，sが現れている。
また幹母音が iではなくëであり，a-ウムラウトを示している。
　ī – ē – i – iというアプラウトを行う動詞には，次のものがある。

līhan, sīhan, snīwan, spīwan, zīhan, dīhan, wīhan28, -rīhan (hüllen), rīhan 
(winden)29

　dīhanは強変化動詞第 3種から第 1種へと移行している (dīhan < *þinhan < 
*þenhan)30。
　語幹がhで終わる動詞は，h～ g (germ. h～ germ. ǥ) あるいはh～ w, g (germ. 
hw～ germ. ǥw) という文法的交替を行う。前者の文法的交替を示す動詞には
次のものがある。

zīhan, dīhan, -rīhan (hüllen), -rīhan (winden)

*wīhanは過去分詞 (giwigan, irwiganēr)と現在分詞に由来する名詞wīgantしか用
例が残されておらず，wīgantではgが現れている。hを持つ形態は残されてい
ない。後者の文法的交替を示す動詞には，līhanと sīhanがある。共に文法的交
替の平均化が起こっており，līhanの過去分詞には (far-)liwanと並んで (far-)
lihan，sīhanの過去分詞には (bi-)siwan, (bi-)siganと並んで (bi-)sihanという形が
見られる。
　spīwanは，各語幹に複数の形態が存在している。

28 古高ドイツ語では，強変化動詞第1種のwīhanと強変化動詞第5種の -wëhanが併存
している。
29 Braune (2004)では，§ 331, Anm. 1においてrīhan ‘aufreihen’という語形とその意味が，
§ 331, Anm. 4において intrīhan ‘enthüllen’という語形とその意味があげられている。
Seebold (1970)は，-rīhan (hüllen)も rīhan (winden)も祖形は*wreihanであるのに対し（565
～ 566頁），aufreihenを意味する動詞は祖形が*reihanであり，別の語であって，現れ
るのも中高ドイツ語期以降としている（369頁）。Splett (1993)はhüllenの意味の -rīhan
とwindenの意味の rīhanを同一語として扱っているが，aufreihenという意味はあげて
いない（747頁）。Köbler (1993)は，rīhanの意味を reihen, winden, flechtenとし（886頁），
intrīhanの意味をenthüllen, offenbarenとしている（595頁）。
　またBraune/Reiffenstein (2004), § 331, Anm. 4では，intrīhenは j-現在形を持つ動詞
であるとしている (*-rihjan > *-rihhen > *-rīhhen > -rīhen)。Seebold (1970)はその可能
性を否定している（565頁）。やはり*-rihhen > *-rīhhenという変化は，音韻法則的
に説明が困難と言わざるを得ないだろう。
30 Braune/Reiffenstein (2004)は，līhan, wīhanも同様としている (§ 331, Anm. 5)。
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spīwan, spīan, spīgan – spēo, spē, spēh – spiwum, spium, spuuum
– gispiwan, pespiren

　spīwanの本来の各基本形は spīwan – spēo – spiwum – gispiwanである。母音間
にあり，前の母音が長母音の時，wはしばしば脱落する31。長母音の後の語末の
o < germ. wも，古高ドイツ語のごく初期の段階ではまだ保持されているが，じ
きに脱落することになる32。これらの音変化を経た後の spīwanの各基本形は
spīan – spē – spiwum – gispiwanとなるが，ここから更に新たな形態が形成され
ていく。
　現在語幹では，母音連続を避けるための渡り音g [j]を伴う spīg-という形態
が加わってくる33。過去単数語幹では，h～ wという文法的交替を行う動詞への
類推からspēhという形態が形成される。過去複数語幹では，spīanやspēに倣い，
spi-という形態が生じる。過去複数語幹ではまた，spuw-という形態も生じて
くる。過去分詞では，語幹形態の類似した scrīanへの類推により，rを伴う
(pe-)spirenという形態が形成される。
　snīwan < germ. *sneiǥwanの変化形は，確実にそうと言えるものは直説法現在
3人称単数形の sniuuitのみであり，その可能性のある形態を含めても，過去分
詞とされることの多いversniegun34が加わるのみである。sniuuitではgerm. ǥwが
wとして，versniegunではgとして現れている。

1. 5. 古ザクセン語
　古ザクセン語ではgerm. aiは ēになる。そのため，古ザクセン語の強変化動
詞第1種のアプラウトは ī – ē – i – iとなる35。古ザクセン語で強変化動詞第1種
に属すのは，次の動詞である。

bīdan, bītan, blīkan, drīƀan, -flīhan36, flītan, glīdan, glītan, grīpan, hlīdan, hnīgan, 
-hnītan, hrīnan, hrītan, kīnan, -klīƀan, -līƀan, līhan, līthan, mīthan, -rīdan, rīsan, 
sīgan, skīnan, scīthan, skrīan, scrīƀan, skrīdan, slītan, -smītan, snīðan, spīwan, 

31 同書の§ 110, Anm. 1を参照のこと。
32 同書の§ 108, Anm. 2を参照のこと。
33 同書の§ 110, Anm. 3を参照のこと。
34 ieというつづりに関しては，同書§ 32, Anm. 5を参照のこと。
35 過去単数語幹では，ごくまれに ēに代わって ā, eiが現れることもある。Gallée 
(1993), § 388, Anm. 2を参照のこと。
36 -flīhanは，直説法現在3人称単数形のgiflihidが1例残されているのみで，この形態
からは強変化動詞第1種かどうか判断できない。また，他のゲルマン語の対応語も存
在していない。しかし，中低ドイツ語のvlienが，弱変化もするものの，強変化動詞
第1種なので，ここに加えて差し支え無かろう。
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stīgan, swīkan, tīhan, thīhan, wīkan, -wītan (gehen), wītan (vorwerfen), wrītan

　thīhanは強変化動詞第3種から移行してきたものであるが (thīhan < *þinhan < 
*þenhan)，過去分詞にgithiganと並んで第3種のgithunganがまだ残っている。
　文法的交替に関しては，th～ dという交替を示すものとして līthan, mīthan, 
scīthan, snīðan，h～ gという交替を示すものとして thīhan，h～ wという交替を
示すものとして līhanがあげられる。この内，līhan, līthan, mīthanでは文法的交
替の平均化が起こっており，līhanでは過去複数語幹に hが，līthanでは過去分
詞の語幹に thが，mīthanでは過去単数語幹にd，過去複数語幹に thが入り込ん
でいる例が見られる。rīsanは現在語幹を持つ形態と過去単数語幹を持つ形態
しか残されておらず，どちらも sを示しており，文法的交替がどのようになっ
ていたかは不明である。
　germ. *weihanは動詞としての用例は無いが，名詞化した現在分詞のwīgand
が残されている。語幹末子音は，hではなくgになっている。

1. 6. 古英語
　古英語ではgerm. aiはāになる。直説法過去複数形では，語尾の母音がo < u
のため，Velarumlautによる iの io, eoへの変化が問題となってくる。次音節のo 
< uの影響による iから io, eoへのVelarumlautは，どのような後続子音の前で起
こるかが方言によって異なっているが，西サクソン方言はこの音変化が古英語
諸方言の中で最も限定されており，後続子音が流音か唇音の時にしか起こらな
い。その西サクソン方言においては，強変化動詞第1種の直説法過去複数形で
類推によりVelarumlautが排除され，iが復活している。よって西サクソン方言
の強変化動詞第1種のウムラウトは，語幹がgerm. h, hwに終わっている動詞を
除き，ī – ā – i – iとなる。西サクソン方言以外では，直説法過去複数形で，iと
並んで，あるいは専ら io, eoが現れる。このパターンのアプラウトを行う動詞
には，次のものがある37。

bīdan, bītan, blīcan, drīfan, drītan, dwīnan, fīgan, flītan, frīnan, ġīnan, glīdan, 
gnīdan/cnīdan, grīpan, -grīsan, hlīdan, hnīgan, hnītan, hrīnan, hwīnan, ċīnan, 
-clīfan, cnīdan, -cwīnan, -līfan, līþan, mīgan, mīþan, nīpan, rīnan, rīdan, rīpan, 
-rīsan, sīgan, sīcan, scīnan, -scītan, scrīfan, scrīþan, -slīfan, slīdan, slītan, -smītan, 
snīcan, snīþan, spīwan, stīgan, strīdan, strīcan, swīfan, swīcan, -swīþan, þīnan, 

37 Brunner (1965), §382, Anm. 1でもCampbell (2003 [1959]), § 739でもætclīþanがこのグ
ループに属すとされているが，この動詞は現在形しか残されておらず，このグルー
プに属すかどうかははっきりしない。Seebold (1970)，298頁を参照のこと。



― 12 ―

þwīnan, þwītan, wīcan, -wītan (gehen), wītan (vorwerfen), wlītan, wrītan, wrīþan 
(winden), wrīþan (wachsen)

　iはwの前でeo, ioになるので，spīwanの過去複数語幹と過去分詞の語幹では
幹母音がeo, ioとなったはずであるが，類推によりeo, ioは排除されて iが用い
られている。
　-swīþanは本来，弱変化動詞第1種であるが，語幹形態が強変化動詞第1種と
同じであるため，類推的に swāþという過去単数形が形成され，弱変化形と並
んで用いられている。
　西サクソン方言では，-iġ-がd, þ, nの前でしばしば -ī-になる。この変化によ
り弱変化動詞第1種の riġnanが rīnanとなり，そのために強変化動詞第1種への
類推が働き，rānという過去単数形が形成され，弱変化形と並んで用いられて
いる。
　friġnanは古英語では普通強変化動詞第3種であるが，西サクソン方言ではこ
の動詞の場合も frīnanという別形が形成され，そこから新たな過去形 frān – 
frinon及び過去分詞 frinenが形成され，第3種の形と併用されている。
　dwīnan, grioppa（下記を参照のこと）, hrīnan, stīganは，ノーサンブリア方言
では弱変化の形も形成されている。
　語幹が直後に子音を伴わないgerm. k, germ. ǥで始まっている場合，後続母音
によりċ～ c, ġ～ gという交替が起こる。たとえば，

ġīnan – gān – *ġinon – ġinen

　語幹がgerm. kで終わる場合，音環境によりc~ ċという交替が生じたはずで
あるが，強変化動詞第1種では平均化によりċが排除され，すべての変化形でc
が現れている。語幹がgerm. ǥで終わる場合も音環境によりg～ ġという交替
が生じたはずであるが，この場合も平均化が起こり，直説法単数現在2・3人
称形でġが現れる以外，すべてgで統一されている。
　アングリア方言では，grīpan, rīpanという形と並んでgrioppa, reopanという形
が用いられている。Brunner (1965), §382, Anm. 3やCampbell (2003 [1959]), § 739
では，これらの形をアオリスト現在形としているが，Seebold (1970)はこれを
否定し，これらの形は二次的な発展としている（257頁，370-371頁）。なお，
reopanという形からは，類推的に，強変化動詞第5種に倣った直説法過去複数
形 rǣponが形成されている。
　līþan, scrīþan, snīþanにおいては，þ – dという文法的交替が見られるが，
scrīþanでは文法的交替の平均化が起こっており，過去分詞に scriþenという形
が見られる。-grīsan, mīþan, -rīsan, wrīþan (winden)においては，文法的交替が平
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均化され，germ. s, germ. þの方に統一されてしまっている。wrīþan (wachsen)は
現在語幹を持つ形態しか残されていないが，dを伴う形態が併存している。本
来弱変化動詞である -swīþanにおいては，文法的交替は見られない38。
　古英語においては，通例，過去単数語幹と過去複数語幹が異なる場合，両者
はきちんと区別されるが，ノーサンブリア方言で stīganの変化形にすでに過去
単数語幹が過去複数語幹を用いるべき領域に入り込んでいる例が出現してお
り，接続法過去単数形に stigeと並んで stāgeという形が見られる。
　語幹末子音がgerm. h, hwの場合，これらが母音間で脱落し，約音が起こる。
それにより，アプラウトのパターンは，ēo – ā – i – iとなる。このアプラウト
を行う動詞には，次のものがある39。

lēon, sēon, tēon, þēon, wrēon

　現在形においてgerm. h, hwが母音に挟まれていない変化形では幹母音は īで
ある。アングリア方言では，germ. h, hwは，子音の前でも脱落する。西サクソ
ン方言では，現在語幹の幹母音のēoが強変化動詞第2種のそれと同一なため類
推が働き，これらの動詞は強変化動詞第2種へと移行している。
　文法的交替は，lēon, tēon, þēon, wrēonが0/h～ gという交替を，sēonが0/h～
wという交替を示している。iはwの前でeo, ioになるため，sēonの過去分詞は
-seowenとなるが，類推的にiを復元したsiwenという形も用いられている。また，
約音を起こした -sēonという形も存在している。
　þēon, wrēonにおいては，文法的交替の平均化が起こっており，þēonではgが
過去単数語幹に，wrēonではgが現在語幹と過去単数語幹に入り込んでいる例
が見られる。germ. *weihanは，動詞としては残されていないが40，現在分詞由来
のwīgendが残されており，ここではgが現れている。
　þēonは強変化動詞第3種から第1種に移行した動詞であるが，古い第3種の
変化形がまだ残っている。

1.7. 古フリジア語
　古フリジア語において，germ. aiはāまたはēになるが41，強変化動詞第1種の
過去単数語幹ではēの方が現れる。この音変化により，古フリジア語の強変化

38 語幹が fに終わっている場合，文法的交替は音韻法則的に消失する。
39 sēonの過去分詞の幹母音については，以下を参照のこと。なお，sēonは，過去複数
語幹を持った形態が残されていない。
40 古英語ではその代り，強変化動詞第5種の -weganが見られる。
41 どのような音環境においてどちらになったかは不明である。
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動詞第1種のアプラウトは ī – ē – i – iとなる42。直説法現在2人称・3人称単数形
で -st, -t(h)という語尾が付くと，幹母音が短母音化する。古フリジア語で強変
化動詞第1種に属しこうした母音の変化を示す動詞には，次のものがある。

bīda, bīta, blīka, drīva, -drīta, glīda, grīpa, hnīga, klīva, -līva, lītha, -mītha, rīda, 
-rīva, rīsa, sīga, sīpa, skīna, skrīa, skrīva, skrīda, slīta, smīta, snītha, spīa, splīta, 
stīga, strīda, strīka, swīva, swīka, wīka, -wīta, wrīta

　bīdaは不定詞の例が1例あるのみで，弱変化動詞第2種のbīdiaに取って代わ
られている。
　līthaと skīnaには，弱変化動詞第1種の形も見られる。
　古フリジア語の強変化動詞の過去分詞には，-a/æn-という接尾辞を持つ形に
由来するものと -in-という接尾辞を持つ形に由来するものが混在しているが，
strīkaの過去分詞 -stritzenは -in-を持つ形に由来しており，語幹末子音が口蓋化
している43。
　文法的交替については，līthaと snīthaにおいて，th～ dという交替が見られ
るが，snīthaでは過去分詞に thを持った形も見られる。strīda < germ. *streiþanで
は文法的交替がd < germ. đの方に，rīsaでは sの方に統一されている。-mīthaは
現在形しか用例が残されていないので，文法的交替については不明である。
germ. *weihanは，動詞としては用いられておらず，名詞化した現在分詞に派生
接尾辞のついたwīgandlikeが見られるのみであるが，gが現れている44。なお，
古西フリジア語では，母音間の thがdになるため，母音間ではgerm. þとgerm. 
đの間の文法的交替が消失することになる。母音間のd < th, dは，その後しば
しば脱落するようになり，強変化動詞第1種でも，rīdaではdが残るものの，
他の語幹がd < th, dで終わる動詞ではdの脱落が起こる。
　古西フリジア語では，語幹末のvは母音間でwへと変化する。そしてこのw
が先行母音に影響を及ぼし，新たなアプラウトのパターンが生み出されてい
る。skrīvaを例に変化形を示すと，次のようになる。

scriuwa [skrjúːwa] – scrēf – scriouwen [skrjóːwen] – scriouwen

42 過去複数語幹及び過去分詞の語幹では，iに代わりeが現れることもある。また sīa
については下記を参照のこと。
43 strīka以外の語幹が軟口蓋音に終わる動詞については，過去分詞が残されておらず，
口蓋化が起こっていたかどうかは不明である。
44 germ. fとgerm. ƀの交替は，強変化動詞第1種の語幹末では，両者が同音となって
しまったため，消失している。
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過去単数形には，類推により scriouという形態も形成される。
　sīa < germ. *seihwanは，直説法現在3人称単数形の sīthと過去分詞の -sīnが残
されている。germ. hwは，古フリジア語では母音間で脱落するが，sīthはgerm. 
hwが脱落した形態から類推的に形成されたものと考えられる。過去分詞の -sīn
という形態は，文法的交替により生じたgが -in-という接尾辞の前で口蓋化に
より jになり，その後約音が起こり形成された可能性もあるが，文法的交替の
平均化により過去分詞の語幹に入り込んだhが母音間で脱落して形成された可
能性もある。
　germ. *etanは，強変化動詞第5種であるが，過去単数語幹の幹母音がgerm. a
ではなくgerm. ē1である。古フリジア語でもこれが継承されているが，そのた
めアプラウトが強変化動詞第1種のそれに近くなっている。

ita – ēt –（用例無し）– iten

2.0. 各言語における歴史的変遷
　1.1.から1.7.まで，文献時代の初期の状態を眺めてみたが，次にここから各
言語において語幹形成と語彙につき，どのような変化が起こったかを見ていく
ことにする。取り上げる言語は，アイスランド語，スウェーデン語，デンマー
ク語，ノルウェー語，ドイツ語，低地ドイツ語，オランダ語，英語，西フリジ
ア語とし，この順で見ていくこととする。概ね1.2.から1.7.で取り上げた順序
と一致しているが，ノルウェー語については，bokmålにおけるデンマーク語
の強い影響を考え，デンマーク語の次に回している。なお，西ゲルマン語にお
ける直説法過去2人称単数形の形成法の変遷については，強変化動詞第1種固
有の問題ではなく，強変化動詞全体の問題なので，本稿では取り扱わないこと
とする。

2.1. アイスランド語
　古アイスランド語における íと iの対立は，近代アイスランド語では長短で
はなく，張り母音 /i/対弛み母音 /ɪ/という音色の対立となる。近代アイスラン
ド語でも母音の長短の違いは存在するが，これは音素的な対立ではなく，古ア
イスランド語における長さがどうであれ，後ろに子音が複数続く時は短母音，
そうでない時は長母音になる。古アイスランド語のéは，近代アイスランド語
では /je/となる。これらの変化により，古アイスランド語の í – ei – i – iという
アプラウトは í /i/ ([iː]) – ei /ei/ ([ɛiː, ɛi]) – i /ɪ/ ([ɪː]) – i /ɪ/ ([ɪː, ɪ])に，í – é – i – iとい
うアプラウトはí /i/ ([iː]) – é /je/ ([jɛː, jɛ]) – i /ɪ/ ([ɪː]) – i /ɪ/ ([ɪː, ɪ])になる。ただし，
幹母音の iの後にgiが続くと，幹母音の iは張り母音 /i/になる。なお，現代ゲ
ルマン語の強変化動詞第1種で過去単数語幹と過去複数語幹の区別が残ってい
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るのは，アイスランド語とフェーロー語のみである。他の言語では両者が融合
し，単一の過去語幹を形成している。
　現在，アイスランド語において強変化動詞第1種に属しているのは，次の動
詞である。

bíða, bíta, drífa, dríta, gína, grípa, hníga, hrífa, hrína (kleben bleiben), hrína 
(schreien), hvína, klífa, klípa, kvíða, líða, míga, ríða (reiten), rífa, rísa, síga, skína, 
skíta, skríða, slíta, sníða, stíga, svífast (zurückschrecken), svífa (schweben), 
svíkja, svíða, þrífa, víkja, líta, ríða (winden)

　古アイスランド語において，語幹がgで終わる動詞の過去単数語幹で，本来
的な - éという形のものと並んで類推的な -eigという形のものが形成されたが，
現在では - éという形のものはまれな形，あるいは古形となっており，-eigとい
う形のものが通常の，あるいは唯一の形となっている。過去単数語幹において
éという幹母音が現れたのは，本来は語幹がgに終わる動詞のみであったが，é
は類推的にvíkjaの過去単数語幹に入り込み，そしてvíkjaの場合，語幹がgに
終わる動詞の場合とは逆に，vék-がより一般的な過去単数語幹になっている。
　svíkjaとvíkjaにおいては，kの後にvが続く形態やw-ウムラウトを起こして
いる形態は姿を消しており，jを伴う形態のみが唯一の形態となっている。な
お，kの後にjを伴う形態は，アイスランド語とフェーロー語にしか見られない。
　古アイスランド語において強変化動詞第1種に属していた動詞の内， síðaは
現在では失われている。blíkiaも，弱変化第2種のblikaに取って代わられている。
中低ドイツ語からblífaという動詞が借用され，一時期強変化動詞第1種として
用いられていたが，これも現在では姿を消している。
　古アイスランドにおいて，gína, hníga, líða, sníða, svífaには弱変化形が併存し
ていたが，現在では弱変化形は消失しており，常に強変化形しか用いられてい
ない。
　físa, hníta, sveipaは，弱変化へ移行している。físaは弱変化第1種の変化も第
2種の変化もする。hnítaは第1種の変化をする。sveipaには古アイスランド語
の時代から弱変化第1種と第2種の変化が存在していたが，現在では第1種の
変化は見られず，第2種の変化形のみとなっている。spýiaも，強変化形がまだ
残ってはいるものの，普通弱変化第1種の変化をするようになっている。また，
rístaは弱変化動詞第1種の ristaに，rítaは弱変化動詞第2種の ritaに取って代わ
られている45。
　逆にklípa (< klýpa)は，弱変化動詞第1種から強変化動詞第1種に移行してい

45 ristaも ritaも古アイスランド期から存在している。
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る。kvíðaも，現在形はいまだ弱変化動詞第1種の変化であるが，過去形と過
去分詞は，強変化動詞第1種の変化形を示している。
　bíðaの過去分詞の幹母音は，古アイスランド語の eを引き継ぎ現在でも e /e/ 
([ɛː])であるが，一時期類推的に i /ɪ/ ([ɪː])も用いられていた。
　古アイスランド語において残されていた，かつて存在していた強変化動詞第
1種の痕跡は，その大半が失われている。現在まで残っているのは，hnipinn, 
visinnと tjáの直説法現在形で幹母音がéのもののみである46。

2.2. スウェーデン語
　近代スウェーデン語では，単一の過去語幹が形成される際，過去単数語幹の
ēの方が統合された過去語幹の幹母音となった。過去分詞・完了分詞の語幹の
母音は，唯一の例外である förtigaの過去分詞 förtegenを除き47，長母音の i [iː]で
そろえられた。これらの変化の結果，強変化動詞第 1種のアプラウトは i [iː] – 
e [eː] – i [iː]となった。現代スウェーデン語の強変化動詞第1種は，次の通りで
ある48。

bita, driva, glida, gnida, gripa, niga, vina, kliva, knipa, kvida, bli, lida, pipa, rida, 
riva, skina, skita, skriva, skrika, skrida, slita, smita, sprida, stiga, strida, svika, 
svida, tiga, vika, vrida

古スウェーデン語で見られた語の内，rīsa, rīsta, splīta, strīka, trīna, vītaは失われ
ている49。逆にknipa, kvida, pipa, skrika, smita, sprida, tigaが，近代スウェーデン
語に加わっている。この内，pipaはラテン語からの借用語である。knipaも中
低ドイツ語からの借用語である可能性がある。
　古スウェーデン語において強・弱両変化を示していた動詞の内，smidaは弱
変化動詞第1種に，bidaと skriaは弱変化動詞第2種になった。trivasは，古スウ
ェーデン語では強変化形しか見られないが，現在では弱変化動詞第1種である。
　germ. *sneiþanは，アイスランド語では常に強変化となったが，スウェーデン

46 tjáの直説法現在単数形は，té, tér, térあるいは tjái, tjáir, tjáirである。
47 förtegenのeについては，Wessén (1970), 273頁を参照のこと。なお，tigaの完了分詞
は tigitである。
48 スウェーデン語，デンマーク語，ノルウェー語については，Seebold (1970)あるい
はde Vries (1977)あるいはこの両方にしか記載されておらず他で見つからなかった語
は挙げていない。該当するのは次の語である：スウェーデン語 drita, fisa, miga, siga, 
sviva, sviga；デンマーク語 drite, mige, sige, förvita；ノルウェー語 (bokmål) svine；ノル
ウェー語 (nynorsk) nige, nite。
49 mīgha, sīgha, swīghaについては，註48を参照のこと。
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語では弱変化動詞第2種に移行している (snida)。germ. *wreitanも弱変化動詞第
2種 (rita)となっているが，こちらはアイスランドも同様である。
　kvida, sprida, stridaには，強変化形と弱変化動詞第1種の変化形が混在してい
る。どれも本来は弱変化動詞第1種だったものが，強変化形を併せ持つに至っ
た動詞である。1.3.で述べたように，stridaは既に古スウェーデン語において語
形変化の揺れを示している。それぞれの語の変化形は次の通りである50。

kvida – kved/kvidde – kvidit
sprida – spred – spritt/spridit – spridd
strida – stred/stridde – stridt/stritt – -striden

　niga, skrivaは，古スウェーデン語期には弱変化形も併存していたが，現在で
は常に強変化である。
　tigaは，古スウェーデン語では弱変化動詞第3種 (þighia)である。

2.3. デンマーク語
　古デンマーク語でも古スウェーデン語と同じく，東ノルド語を特徴づける変
化の一つであるgerm. ai > ēという変化が起こったため，アプラウトのパターン
が ī – ē – i – iとなる。古デンマーク語の末期になると iがたいていeとなり，更
に開音節の短母音の長母音化が起こる。過去形ではこのため，過去単数語幹と
過去複数語幹の区別が失われることになる。これらの変化の結果，アプラウト
のパターンは i [iː] – e [eː] – e [eː]となる。iの後にg [ɣ]が続く場合には，複数の
発展の可能性があったが，強変化動詞第1種では，skrige以外の動詞はこのパ
ターンのアプラウトを行うようになる。現代デンマーク語でこのパターンのア
プラウトを行う動詞には，次のものがある。

drive, fise, glide, gnide, gribe, hive, knibe, blive, lide (vergehen)51, pibe, ride, rive, 
skrive, skride, slibe, snige, stige, svige, svi52, svide, vige, vride

この内，glide, blive, slibeは中低ドイツ語からの借用語であり，gnide, knibeに
もその可能性がある。pibeはラテン語からの，hiveは近代英語からの借用語で
ある。fiseは弱変化動詞第1種及び第2種の変化もする。文法的交替は示さない。

50 不定詞，過去形，完了分詞，過去分詞の順。kvidaについては過去分詞が存在して
いないので，不定詞，過去形，完了分詞のみ挙げている。
51 デンマーク語では lide < germ. *leiþanは，意味により過去分詞が異なる。
52 svieの変化は，svie – sved – svedet/svietである。
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bliveにおいては，普通vは発音されない。stigeは，現在語幹と過去語幹でg [ɣ]
が発音されないことがある。
　svie (brennen)と svide (sengen)は本来同一の動詞である。母音間のd [ð]は脱
落することがあったが53，d [ð]が脱落した形とd [ð]が保持された形がそれぞれ
別々の動詞に発達したのが svieと svideである。
　skrigeにおいては，iが eに変化した後，後続のgとともに二重母音 eg [ai]を
形成するに至っている54。過去形の幹母音には，過去複数語幹の幹母音であっ
たeg [ai]の方がなるが，これには過去分詞の幹母音の影響があったものと考え
られる。
　語幹がdに終わる強変化動詞第1種の内，次のものは過去分詞が -edetではな
く -idtという形をしており，i [iː] – e [eː] – i [i]というアプラウトを示している。

bide, lide (vertrauen)55, lide (leiden), skide, slide, smide, stride

過去分詞で短い iが保持されているのは，dt [d]の前では iから eへの舌の位置
の低下が阻害されたことと56，閉音節のため長母音化が起こらなかったことに
よる。-idtという形態の成立については，強変化動詞の内語幹がdで終わるも
のは，過去分詞中性形で接尾辞音節の母音が脱落することがあったが，これが
この -idtという形態の1つの源となっている57。また，語幹がdに終わる強変化
動詞第1種の中には，弱変化動詞第1種の変化もしたものがあり，これによっ
ても -idtという形態が強変化動詞第1種の過去分詞に入り込んでいっている58。
類推的発展も加わり，かつては語幹がdに終わる強変化第1種のほとんどどの
動詞の過去分詞にも -edetと -idtの両形態が存在していたが，現在ではそれぞれ
の動詞に対しどちらか一方のみが残され，上記のような分布となっている。
　bie, fnise, grine, vine, lide (vertrauen), lide (vergehen, leiden), pibe, skride, slibe, 
smile, stige, stride, svige, trives, trine, tvine, vigeにおいては，かつて強変化形と弱

53 Hansen (1971), 283-284頁を参照のこと。
54 Hansen (1962), 29頁及びHansen (1971), 378頁を参照のこと。
55 lide (vertrauen)は lide (vergehen, leiden)とは別の動詞で，弱変化から移行した動詞で
あり，アイスランド語のhlíða，スウェーデン語の litaに対応している。アイスランド
語のhlíðaは弱変化動詞第1種，スウェーデン語の litaは弱変化動詞第2種である。デ
ンマーク語ではかつて弱変化第1種と第2種の両方の変化が見られた。
56 Hansen (1962), 19頁を参照のこと。
57 Skautrup (1944-1970), 2.bind, 55頁を参照のこと。
58 Hansen (1962), 26-27頁を参照のこと。なお，Hansenは，この弱変化形からの発展の
みを -idtという形態の起源としている。
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変化形が混在していた59。現在では，lide (vertrauen), lide (vergehen, leiden), pibe, 
skride, slibe, stige, stride, svige, vigeは弱変化形が消失し，強変化形のみとなって
いる60。逆にbie, fnise, grine, vine, smile, trives, trine, tvineは強変化形が失われ，常
に弱変化となっている。この内bie, trives, trine, tvineは弱変化動詞第2種であ
り61，fnise, grine, vine, smileは弱変化動詞第1種と第2種の両方の変化をしてい
る。なお，grine, vine, trine, tvineが完全な弱変化動詞になったことにより，デ
ンマーク語の強変化動詞第1種から語幹がnで終わるものが姿を消している。
　アイスランド語やスウェーデン語と同様，risteは弱変化動詞第2種である。
spyも弱変化動詞第2種である。
　現在では失われてしまっているが，splidaという動詞は弱変化動詞第1種及
び第2種の変化をしていた。古スウェーデン語の splītaとは異なり，強変化形
は残されていない。
　かつて存在した中低ドイツ語からの借用語であるkigeは，強変化動詞第1種
の変化を示していたが，弱変化動詞第2種のkiggeに取って代わられている62。
germ. *skeinanもデンマーク語では見られず，代わって弱変化動詞第 2種の
skinneが用いられている。
　スウェーデン語の tigaは強変化動詞第1種であるが，デンマーク語の tieは強
変化動詞第5種で，giveと同じパターンの変化をする (tie – tav – tiet)。しかしな
がらこの動詞は，この変化パターンにたどり着くまで過去形も過去分詞も様々
な形態が形成されており，その中に teegという過去形が見られる63。

2.4. ノルウェー語
　ノルウェー語については，文献により記述内容にかなりの相違があるが，本
稿では，bokmålについては，Holmes/Enger (2018)に基づいて語幹形成と語彙に
関して述べた上で，Haugen (1974 [1965])の記述との違いをあげていくことと
する64。ただし，強変化動詞第1種のグループ分けに関しては，Holmes/Enger 
(2018)には従わず，筆者の視点で行う。nynorskについては，専らHaugen (1974 
[1965])に基づいて論じていくことにする。なお，借用語については，スウェ

59 かつてflineという動詞が存在しており，過去形のflenが残されている。現在ではこ
の動詞は失われてしまっているが，ノルウェー語に残されており，強・弱両変化を
示している。ノルウェー語のflineの変化形については，以下を参照のこと。
60 もちろんこれは，-idtという形の過去分詞を除いて考えてのことである。
61 bieは，強変化動詞だったものがまず弱変化動詞第1種の変化をするようになり，
後に弱変化動詞第2種に移り変わっている。
62 スウェーデン語のkikaは弱変化動詞第2種である。
63 Skautrup (1944-1970), 2.bind, 351頁を参照のこと。
64 余りにも煩瑣になる恐れがあるため，あらゆる相違点を網羅的に記述しているわけ
ではないことを，予め断っておく。



― 21 ―

ーデン語及びデンマーク語に関する記述を参照されたい。
　bokmålにおいて強変化動詞第1種は，語幹形成の観点から2つのグループに
分けられる。1つは，skri(de)以外の語幹がdに終わる動詞，drite以外の語幹が t
に終わる動詞，語幹がnに終わる動詞，bliで，もう1つはこれら以外の動詞で
ある。どちらのグループに属すにせよ，過去形の幹母音は，基本的に e [eː]で
ある。この e [eː]は，過去単数語幹の幹母音に由来する西ノルド語的な eiで置
き換えることもできる。動詞の中には，過去語幹の幹母音として e [eː]を用い
ることができずeiを用いなければならないものもある。また，語幹がdに終わ
っている動詞では，現在語幹を用いた形態で -d(e)-が随意的，あるいは義務的
に脱落する。過去形でも，ノルウェー語の一般的な音韻法則に従い，dは普通
発音しない。
　順序は逆になるが，後者のグループから先に述べていくと，これに属す動詞
のアプラウトは，デンマーク語の強変化動詞第1種の大部分と同様に（もっと
も過去語幹のeiを除いての話であるが），i [iː] – e [eː]/ei – e [eː]である。このパ
ターンのアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

drive, drite, gripe, klive, knipe, pipe, rive, skrive, skri(de), skrike, snike, stige, 
svike, vike

kliveは過去形の幹母音がeiのみである。
　Haugen (1974 [1965])の記述だと，以下の点で相違が見られる。
　　・上記の動詞の他に，fise, mige, sige, triveがこのグループに加わる。mige

と triveは方言的語彙である。
　　・kliveは，過去分詞が弱変化動詞第1種の形のklivdになり，このグルー

プから外れる。
　　・triveは，過去形の幹母音が eiのみで，過去分詞には，trevetと並んで，

弱変化動詞第1種の形の trivdが併存している。
　　・snikeは，過去形の幹母音がeのみである。
　　・skriと skrideは変化形が別で，skriは skri – skrei – skridd，skrideは skride – 

skred – skredetと変化する。
　　・fiseは，強変化形と並んで弱変化動詞第1種の過去形，過去分詞が併存

している (fise – feis/fes/fiste – feset/fist)65。
　次に前者のグループについて述べる。このグループは，過去分詞の幹母音が
i [i]/[iː]であるという特徴を持っている。このグループには skri(de)以外の語幹
がdに終わる動詞，drite以外の語幹が tに終わる動詞が含まれているが，これ

65 ここに示したように，強変化の時，文法的交替は行われない。
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らはデンマーク語において語幹がdに終わる動詞の半数がそうであったよう
に，過去分詞の幹母音が i [i]である。語幹が dに終わるものは過去分詞が
-idd，語幹が tに終わるものは過去分詞が -ittとなる。具体的には，次の動詞が
これに当たる。

bite, gli, gni, bli, li(de), ri(de), skite, slite, stri(de), svi, vri

li(de)には，liddという過去分詞と並んで lidtという過去分詞が併存している。
　デンマーク語では，語幹がdで終わる動詞は，過去分詞の幹母音が e [eː]の
ものと i [i]のものが半々であったが，bokmålでは，語幹がd, tで終わる動詞は
ほとんど過去分詞の幹母音が i [i]である。
　Haugen (1974 [1965])の記述だと，次のような相違が見られる。
　　・上記の動詞の他，skli, skri, liteが加わる（skriについては上記を参照のこ

と）。
　　・gni, skli, stri(de), svi, vriにおいては，過去形に弱変形 (-idde)が併存してい

る。
　　・skiteと skliの強変化過去形の幹母音はeiのみである。
　デンマーク語と異なり，bokmålの強変化動詞第1種には，語幹がnに終わる
ものがある。

grine, hvine, kvine, skinne

　これらの動詞は，過去分詞として弱変化動詞第1種の形態 (-int)が用いられ
る。skinneの現在語幹は，デンマーク語と同じく skinn-という形態をしている。
また，skinneの過去形の幹母音はeiのみである。
　Haugen (1974 [1965])に見られる相違点は，次の通りである。
　　・語幹がnに終わる動詞には，更にflineと trineがある。
　　・fline, grine, hvine, kvine, skinne, trineにおいては，過去形に弱変化形 (-inte)

が併存している。
　　・fline, kvineは強変化過去形の幹母音がeiのみ，hvine, trineはeのみである。
　bliの変化はbli – ble – blittであり，vはどの形態にも現れない。Haugen (1974 
[1965])は，bliは「海で溺死する」という意味の時，bli(ve) – bleiv – blittという
変化をするとしている。
　Haugen (1974 [1965])では，語幹がvで終わる動詞の内，hive, klive, sviveも過
去分詞が弱変化動詞第1種の形態を取るとされている。kliveについては上記を
参照のこと。hiveと sviveはHolmes/Enger (2018)では記載されていない。
　tieは強変化に移行しておらず，tie – tidde/tagde – tidd/tagdと弱変化を示して
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いる。risteはアイスランド語，スウェーデン語，デンマーク語と同様，弱変化
動詞第2種である。方言的な語彙のriteも弱変化動詞第2種で，アイスランド語，
スウェーデン語と共通している。spyも弱変化である (spy – spydde – spydd)。
　nynorskでは，過去形の幹母音が単数形の eiの方で統一され，過去分詞で開
音節における短母音の長母音化が起こったため，アプラウトのパターンは i [iː] 
– ei – i [iː]となる。このアプラウトを行う動詞には次のものがある。

bide, bita, drive, drite, fise, fline, gli(de), gni(de), grine, gripe, hive, rine 
(einwirken), rine (schreien), kvine, kike, klive, klipe, knipe, (bli), li(de), (mige), 
pipe, ri(de), rive, rise, sive, sige, skine, skite, skli(de), skrive, skrike, skri(de), 
slite, smite, snide, stige, stri(de), svive, svike, svi(de), trive, vike, lite, vri(de)

migeは方言的語彙である。
　fiseも riseも，文法的交替は行わない。
　語幹が dに終わる動詞の内，gli(de), gni(de), li(de), ri(de), skli(de), stri(de), 
svi(de), vri(de)は，過去分詞に強変化形と並んで弱変化形 (-idd)が存在する。ま
たこの内，gni(de), skli(de), stri(de), svi(de)には，過去形にも弱変化形 (-idde)が
存在している。語幹がvで終わる動詞でも，hiveと siveは強変化と弱変化動詞
第1種の変化の両方を示している66。
　bliはbli – blei – blittという変化であり，「海で溺死する」という意味の時の
みbli(ve) – bleiv – bliveである。
　teieは強変化に移行しておらず弱変化のままで，teie – tagde – tagdと変化す
る。blikeは，アイスランド語と同様，弱変化動詞第2種である。risteは弱変化
第1種と第2種の両方の変化を示している。方言的な語彙の riteは，アイスラ
ンド語，スウェーデン語，bokmålと同様，弱変化動詞第2種である。spyも弱
変化で，変化形はbokmålと同じである。

続く

66 siveはbokmålとデンマーク語では弱変化動詞第2種である。
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